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会長就任にあたって

京都大学大学院工学研究科 回門肇

この度，金子克美前会長の後任として日本吸着学会の

2009， 2010年度会長を仰せつかりました。吸着の科学と

工学に携わる研究者 ・技術者の唯一の学会の会長職は身に

余る重責ですが，学会の発展に少しでもお役に立てるよう

に微力を尽くす所存でごさいます。皆様方のご指導ご協力

を宜しくお願い申し上げます。

1999年以降，吸着学会の復事会等に出席しております

が，当学会が直面する課題は「学会アイデンティティの再

構築jにあるように感じています。理学 ・工学を問わず吸

着に携わる研究者が活動を他学会に移しているように思

え，当学会の目的である f学際的視野に立って会員相互の

学術，技術の向上と工業の発展」に照らし合わせると物足

りなさを強く感じますユさらに，当学会と関連が深い他学

会で活動している方々の入会を促すには一層魅力的な学

会としなければなりません。そのために時代に即した学会

の理念を内外に明確にすることで日本吸治学会の基盤が

強化され，学会内外での求心力が蘇ると思う次第です。以

下に会長在職中の重点施策を考えてみたいと思います。

第一の施策は， r第 10回国際吸器会議(FOAlO)の開催と

成功Jであります。FOA10は宮原稔教授(京都大学)をチェ

アマンとして， 2010年 5月 23日から 28日まで淡路夢舞

台国際会議場(淡路島)で開催されます。本国際会議は，

1992年(京都，)，2001年(長崎)に続いて 3回目の開催 と

なります。本国際会識を成功に導くことが当学会のアイデ

ンティティを国内外に示す重要な機会と考えています。幸

いなことに 2008年度の理事会で必要な予算措置を部じる

ことが決定され，これまでの開催で培ったノウハウがあり

ます。また，国際会議の開催，協力に関しては諸氏もお分

かりのように当学会は非常に活発ですので，特に問題はな

いと考えています。

第二の施策は，r社会に貢献する活力ある吸着学会」の

実現であります。このためには， 1)研究， 2)人材育成， 3) 

会員サービスを当学会活動の3本柱とする必要があります。

これを実施する場として研究発表会，吸器シンポジウム，

各種委員会があります。産官学連携の下に吸着研究を深化

させるために，研究発表会，吸着シンポジウムが企画され

ることが望まれます。しかし，人材育成が当学会の最大の

弱点と感じております。大学教育から技術者の生涯教育に

至る人材育成に当学会が貢献できる仕組みを考える必要

があります。

第 6回国際吸着会議(1998年)以降，海外で開催される場

合に学生の参加登録料を当学会が援助 しています。ミニ学

会の特徴を生かした他学会には見られない試みと言えま

す。また，奨励賞(三菱化学カノレゴ、ン賞)，研究発表会での

ポスター貨など，若い研究者を育てようとする強し、意欲が

当学会の活動から感じられます。しかし他学会に見られ

るように，若い人が自発的に研究会を企画することもなく，

学会の世代交代が進む今後に強し、不安を党えます。学会と

して若手研究者，技術者の育成に国際活動と同様に絡段の

努力が必要と思います。

会員サービスとしては，特に維持会員向けのサービスを

充実させたいと考えています。その最初の試みとして，

2008年度に吸器関連技術の標機化や規格化を推進する

「標準化委員会jが立ち上げられています。この委員会で

は分科会活動が中心で¥分科会の代表および副代表は維持

会員の中から委員長が委嘱するものであります。換言すれ

ば，維持会員2祉の要望で分科会を設置できることになり

ます。現在は，繊維状活性炭の標滋化に係わる分科会が設

置されています。維持会員からの要望があれば「標準化」

だけではなく吸器技術全般にも広げていくことも苔かで

はありません。このように若手の育成，維持会員サービス

など小さな規模の学会ならではの試みを進めていきたい

と考えています。

最後に当学会の位置づけですが，現在は任意団体であり

ます。同好の士の集まりとして機能すれば十分とする方々

も多いと思いますが，このままでは折角表彰している若手

研究者への f奨励日」も大学等で十分に評価されない恐れ

があります。当学会は日本学術会議協力学術研究団体の要

件を満たしており ，加盟手続きを是非行し、たいと思います。

これからの2年間には，例年の研究発表会と吸着シンポジ

ウムに加えて，第5回環太平洋吸着会議(5lhPBAST 2009)， 

第 10回国際吸着会議(FOA1ωと行事が白押 しであります。

将来を見据えた学会運営ができるかはなはだ疑問ですが，

当学会が会員各位にとって実り多いものとしたいと思っ

ております。ミニ学会の特徴を生かした聞かれた運営を試

みるつもりであります。皆様方のご指導ご協力を重ねてお

願い申し上げます。

閏門感

京都大学大学院工学研究科化学工学専攻耕受

略歴

昭和49年 3月

昭和 51年 3月

昭和 52年 3月

京都大学工学部化学工学科卒業

京都大学大学院工学研究科修士課程

化学工学専攻修了

京都大学大学院工学研究科陣士課程

化学工学専攻中退

京都大学工学部助手

京都大学工学部助教授

京都大学大学院工学研究科教授

昭和 52年4月

昭和 61年8月

平成 10年4月
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研究ハイライト

固体細孔内の電解質水溶液一ナノ 溶液ー

Electrolytic aqueous solution res仕ictedin 

solid nanospace -Nanosolution-

岡山大学大学院自然科学研究科

Graduate School of Natural Science and Technology， 

Okayama Universiザ

1 .はじめに

大久 保貴広

Takahiro Ohkubo 

f吸着Jという研究分野は、基礎から応用に至る幅広い

領域と関連しているが、その研究成果の殆どは吸着量を基

礎とした議論が展開されている。機々な材料に対する吸着

現象を理解する上で、まず、材料に対する吸着等温線を測

定して細孔サイズや細孔内で吸着分子が受ける相互作用

の大きさを示すパラメータなどの巨視的な物理位を得る

ことができる。細孔体を吸着材として利用する立場からす

ると、このような巨視的な物理盆が不可欠であると共に、

それ以上の知見は不要であると主張する人も多いのでは

ないかと思う。しかし、基礎研究に携わる者の観点からす

ると、細孔が発現する特異的な性質の解明が終わっている

とは言い難く、細孔体が有する興味深い吸着現象を巨視的

な物理盈のみで議論することが不可能な場合も多いので

はないかと思う。例えば、Chmiolaらは、細孔径が Inm以

下の細孔内において、電気二重層容量が急激に上昇すると

いう報告をしている lLこの論文中で、スリット型細孔内

での制平質溶液の吸着状態(蓄電状態)がイメージとして

拙かれている。しかし、 Chmiolaらの報告では、はっきり

とした溶液の描像を捉えるための検討はしておらず、1nm 

以下の空間で二重層容量が僧大する理由を分子レベルで

説明することはできない。電気二重層容量という巨視的な

物理盆の特異性にのみ注目が集まり、 1nm以下の細孔内に

おける電気二重層がどのようなものかという質的な議論

が蔑にされる限り 、このような現象の詳細を説明すること

は不可能であると考えられる。

Chmiolaらの報告以前から、筆者らは、活性炭素繊維

(ACF)の疎水性細孔内で束縛状態にあるナノオーダーの

屯解質水溶液(ナノ溶液;NSN)の水和機造に注目した研

究を行っている向。イオンの溶媒和サイズと同程度の大き

さの細孔内における電解質溶液の構造と、上述したような

二重層容量の著しい増加とは密接に関連していると考え

られる。また、Foxらは、溶液化学分野において解明すべ

き問題点の一つに、「細孔内における溶液Jというものを

挙げており町、今後、研究の進展が望まれる分野であるこ

とは確かである。本稿では、元素選択的な構造解析が可能

である XAFS(茎-ray呈bsorptionfme ~tructure; X線吸収微細

構造)山)によるナノ溶液の水和構造を、最近得られた結

果も含めて概説する。

2.アルカリ及びアルカリ土類金属イオンのナノ溶液構造

XAFSによる原子の局所構造解析は、これまでにも多く

の研究分野で行われている。特に、触媒反応にI刻する解析

では多くの実績をあげており、触媒反応が進行する過程で

の金属近傍の構造変化を時間の関数として追随すること

も可能である。一方、溶液内におけるイオンの溶媒和構造

を解析する手法としても比較的古くから用いられている。

Ohtakiらの総説 15)にもまとめられているように、 XAFSの

中でも EXAFS~xtended壬ray 旦bsorption fme ~truclure; 広域

X線吸収微細構造)はX線や中性子を用いた回折法では困

難な金属イオンを中心とした動径構造を与えるため、溶媒

和の構造角執庁に対しても重要な役割を担っている。そこで、

本研究でも外部から直接的な観察が困難、且つ長距離秩序

構造を形成しないナノ溶液中の金属イオンを中心とした

水和構造を EXAFSにより検討した。

細孔性材料として、(株)アドーノレ製の活性炭素繊維

(ACF: P20;平均細孔径(w)=1.1nm)を用い、ミクロ孔に吸着

した電解質溶液の水和構造の違いを検討した。水和構造の

中心金属イオンとしてはRb、Sr、Csの各イオンを用いた。

1Mの水溶液を ACFに真空含浸し、その後、其空加努事脱

気を施した試料に水を飽和蒸気圧まで吸着させた試料を

測定に用いた。それぞれのK吸収端 (Rb:15.202 keV、Sr:

16.107 keV、Cs:35.987 keV)について EXAFS測定を行つ

た。

図 1にP20の細孔内に束縛された SrおよびCsイオンを

含むナノ溶液とそれらのバルクの水溶液に対する EXAFS

スベクトノレを示す。ここで、一般的に知られている EXAFS

スベク トノレを表す基本式を(1)に示す 13)。
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図1 ナノ溶液(NSN)中およびパノレク水溶液中のSr(上)

とCs(下)の EXAFSスペクトル

"sin(2kr +併(k))
Z(k) = NSo 'IF(k)1叫(ー2σ川一-Z7一

ここで、 kは波数、 ;d.._k)はEXAFSの振動、 Nは西目立数、 S02

は intrinsic loss factor 、F(k)は後方散乱振幅、 d._k)は

Debye-Waller因子(DWF)、rは中心原子と近接原子聞との

距離、 if/...k)は位相、ンフトを表札式(1)をみると、スベクト

ルの振幅は主として水和数と DWFに依存し、振動数は主

としてイオンー水分子聞の距離の違いを反映しているこ

とになる。 即ち、 図1の結果を定性的にみると、 Srイオン

では、配位している水分子の数が減少している傾向を示し、

Csイオンでは、イオンー水分子聞の距離がパノレクの水溶液

)
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、

の場合とは異なっている状態であることを示している。こ

れらの EXAFSスベクトルの角判庁結果から求まる構造ノξラ

メータを検討した結果、 Srイオンの場合では、イオン一水

分子問の距離が変化しないのに対し、 Csイオンでは、バル

クの水溶液中とナノ溶液中でのイオン一水分子間距離が

それぞれ0.314nm、0.310nmとなり、僅かであるが減少し

ている結果となった。Csイオンでみられたこの傾向は、

Rbイオンでも同様に確認されており問、イオンー水分子

間相E作用の弱い l価のカチオンの場合には、細孔場の有

する擬高圧効果の影響を受けて、圧縮され歪んだ桃造が形

成されている可能性がある。ナノ溶液に関する報告は未だ

少ない状況ではあるが、実験 ・理論の双方からパノレクの水

溶液とは異なる性質が見出されたことは興味深い。

3. ~鉛イオンのナノ溶液構造

亜鉛は生体中で必須とされる微量元索の一つである。体

内における元素の存在量は、鉄に次いで2番目に多く、我々

にとって重要な選移元紫で・あることは言うまでもない。特

に、亜鉛はタンパク質と"亜鉛フィンガー"を形成すること

から、現在でも盛んに研究が進められている。亜鉛のよう

な生体に必須のイオンに関する研究が生物学的観点から

行われている一方で、物理化学的観点、からの基礎的な理解

は未だ不十分と言える。例えば、亜鉛がタンパク質などの

構造形成に使われる必然性、生体内において異種分子によ

って束縛状態にあるイオンの特異性など、解決すべき加盟

は山積している。ここでは、活性炭の細孔内における酢酸

E鉛(A~Zn)水溶液の水和構造について検討した。

まず、ナノ溶液中の亜鉛イオン近傍の水和構造と活性炭

の平均細孔径との関連をP7(w=O.7nm)とP20(炉 l.lnm)O) 2 

種類のACFを用いて EXAFSにより検討した結果、両者の

EXAFSスペクトルはほぼ重なる結果となったため、ここ

では、P7の細孔内で形成されるナノ溶液に特化して議論す

る。図2に、 P7の細孔内で形成されるナノ溶液中、及びバ

ノレクの A~Zn 水溶液 (0.5 M)中における亜鉛イオンを中

心とした動径構造関数を示す。まず、ナノ溶液の動径構造

における第一水和殻に起因する 0.18nm付近のピーク(た

だし、この値は時1)中の位相シフトの影響で、真のrを示

している訳ではない)の大きさがパノレクの場合よりも小さ

くなっていることがわかる。この点については、水和する

水分子の数の減少が主な原因として考えられるが、後述の

カーブフィッティングによる解析結果を見る限り水和数

に差異がないことから、第一水和殻の構造がナノ溶液中と

-4-
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属イオンの場合にも認められたが、亜鉛イオンの場合、ナ

ノ溶液中における水和数の減少が殆どない点はアノレカリ

金属イオン場合と大きく異なる。配位数と固目立距離の問に

は相関があるために、それぞれを個別に議論することが困

難で‘あったが、亜鉛イオンの場合、水和数がバルクの水溶

液とほぼ同じであるにも関わらず、配位距離が異なるとい

バルク中とで異なることで、ナノ溶液中では散乱波の干渉

13)が起こりフーリエ変換後のピークが減少していると考

えられる。また、第一水和殻以遠の水和構造についてみる

と、パノレクの水溶液中では明陳な水和殻由来のピークがあ
う点は興味深い。

亜鉛イオンの第一水和殻の構造を詳細に検討するため
るのに対し、ナノ溶液中では、連続的な分布を示し、ショ

ノレダー状のピーク位置が短距離側にシフトしていること
に、 XANES(主-ray呈bsorptionnear ~dge a加 cture;X線吸収

端近傍構造)スベクトルの結果を考察する。まず、 図3に

383 Kで真空加熱A見気した後の P7 の細孔内における A~Zn、

及びその試料に水を飽和蒸気圧まで吸着させた状態での

Zn K吸収端のXANESスペクトルを示す。 比較のために、

バルクの水溶液のスペクトルも示す。尚、 図3に示す結果

(ホワイ トライン)

がわかる。これらのことから、ナノ溶液中における亜鉛イ

オン近傍において、第一水和殻の位置にある水分子はパノレ

クの水溶液中とは異なる配位状態で水和構造を形成して

おり、また、イオンからの相互作用が弱くなる第2水和殻

では、疎水的な細孔場の影響でバルクの場合よりも金属イ

オンの方へ引きつけられて高密度な状態になっていると
は、吸収端付近の最も強い吸収ピーク

の最大値で規格化してある。亜鉛に対するホワイ トライン

の強度は、その配位構造に大きく影響される 17，18)。この図
考えられる。これらの詳細については引き続き検討を行う

予定である。
から、水の吸着後にホワイトラインの強度が相対的に強く

表 1にP7およびP20の細孔内で形成されるナノ溶液中
なっていることから、 Znイオンが正八面体に近い水和構

造を形成しようとする傾向があることがわかる。しかし、

パノレクの水溶液と比べると、ホワイトラインの相対強度が

弱し、ことから、空間的な制約により等方的な水和構造を形
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の亜鉛イオンの第一水和殻に関する構造パラメータを示

す。比較のためにバルクの水溶液のパラメータも示しであ

る。尚、 ナノ溶液の構造パラメータについてはREX200016
)

を用いてバルクの水溶液の実験データを標準として求め
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図 4 FEFFによる理論計算から求めた ZnK吸収端の XANESスペクトル(左)と、

XANESスペクトノレの計算に用いた各構造モデル(右)(各構造モデノレの中心lこZn原子を

配置し、それぞれ4個または6個の水分子を配位させている。)

成することができず、パノレクで形成されるような正八百体

構造とは異なり 、歪んだ構造を形成している可能性が日い。

しかし、どのような歪み方をしているのかという点につい

ては、実験結果のみで説諭することは困難であり、 XANES

の理論計算から、その可能性を検討した。図4に、亜鉛の

水和構造に関して、 FEFF(ver.8.2)19)プログラムから求めた

各構造に対する XANESスペクトルの計算結果を示す。こ

の結果もホワイトラインの強度で規格化しである。この中

で、正四面体構造と正八面体構造のスベクトノレの泣いの傾

向は過去の文献 171旬、及び筆者らの実験結果と一致した。

一方、ナノ溶液中における歪んだ水和構造の一つの可能性

として、 図4中に示すような"Disto巾 d6-coordination"モデ

ルについても同様に計算を行った。このモデルは、正四面

体を形成する 4つの水分子のうちから 3つを採用し、残り

の3つの水分子については、金属イオンを中心に先に決め

た3つの水分子を対称移動させてつく った仮想的なモデノレ

である。この"Distorted6・coordination"モデルから得られる

XANESスペクトルのホワイトラインの強度は、 4配位構

造のものよりも強し、が、正八面体の6配位構造のものより

も弱くなり、実験結果と良い一致を示した。ここで示した

歪んだ6配位の構造は一つの可能性に過ぎないが、少なく

とも、パノレクの水溶液中のような等方的な対称性の高い構

造が歪められている可能性を示す結果を得ることができ

た。

4.まとめ

本稿では、疎水性細孔内で、形成される電解質水溶液中の

金属イオンの水和構造について概説した。m:解質水溶液の

サイズを水和イオンの大きさと同程度にまで制限すると、

バルクの水溶液とは異なる水和構造が形成されることが

示された。電気二重層キャパシタをはじめとし、ナノ溶液

の概念を必要とする分野は多いと考えられ、基礎科学の発

展のみならず、実用材料の開発にも寄与する可能性は高い

と考えられ、今後も詳細にわたる検討を続ける予定である。
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スタック型配位空間への分子吸着と構造転移
Molecular adsorption in stacking coordination spa印

and its structural transition 

京都大学大学院工学研究科化学工学専攻

Oepar加lentofChemical Engineering， 

Kyoto University 

三野泰志、田中秀樹
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Yasushi Mino， Hidekj Tan北九

Satoshi Watanabe， Minoru Miyahara 

この度はポスターn・を頂き、大変

光栄に存じます。また、多くの方々

に発表ポスターを御覧頂いたうえ、

有意義な御指摘、御意見を賜り心よ

り御礼申し上げます。以下に本研究

の概要を紹介させていただきます。

<はじめに>

多孔性配位錯体(PCP/MOF)は、

その構造の多様性から新規l虫若剤として注目されていますが、

中でもフレームワークの構造転移が可能な第三世代型PCPは

ガス貯蔵や分離、触媒などへの応用が期待されています。特

に、20レイヤーが積層したスタック型配位錯体は、圧力 P叫

において 20レイヤー聞に分子の進入口が聞き、急激に吸着

が進行する「ゲート吸着」と呼ばれる特異な挙動を示します。ま

た、その吸着状態から減圧すると分子は脱着(Pd田)しますが、

p
地 > Pd田となり、吸着ヒステリシスが生じます。このような現象

は、 CO2、 C~ 吸着などにおいて観測されていますが、その吸
着機構は未だ、明らかになっていません。本研究では、スタック

型配位錯体におけるゲート吸着機構について、分子シミュレ

ーションを用いた自由エネルギー解析を行いました。

<シミュレーション>

スタック型配位錯体のモデノレとして、Lennard-Jones原子から

なる格子状の20レイヤーを積層させたtoymod巴lを仮定しま

した(図1)。それぞれの20レイヤーは、周期的にλy方向に112

格子並進移動した位置に存在しています。LJパラメータはフ

レーム原子については、九=3.81 A、e，)k= 148.12 K、また、

吸着分子については、 σir=3.4IA、E:ff(k=119.8 Kとしました。

分子、ンミュレーションにはグランドカノニカルモンテカノレロ

(OCMC)法を用い、全方向に周期境界条件を設定し、カットオ

フ距離を 50"trとしました。シミュレーションは、ゼ、ロ圧力下にお

いてエネルギー的に安定な 20レイヤー間隔sfから、レイヤ

一間隔Szを増大させつつ計算を行い、フレームワークの膨潤・

収縮過程における自由エネルギ一変化LJFを次式により計算

しました。

LJF = F(sJ- F(s~) =-A J:;{叫N)/V-(θU/久)/A-Pb}ω;

ここで、バは20レイヤーの面積、Nは吸着分子数、 Y、Uは系

の体積およびポテンシャルエネノレギー、Pbはバルク流体の圧

力です。

<結果と考察>

自由エネノレギ一変化LJFの相対庄p仇およびレイヤー間隔

Szに対する依存性を図 2に示します(換算温度 戸(=T/命)= 

0.8)。低相対圧下では吸着が起こらず、 Sz= 1.007σπにおいて

系は安定ですが、圧力が増加するにつれて吸着量は増大し、

Sz = 1.3骨付近におけるLJFの極小点が顕著になることがわかり

ます。これはq の増大によるレイヤー間相互作用の減少に対

して、 吸着による安定化の寄与の方が優勢になるためです。

しかし、 Sz= 1.0070"tr→1.30"trへと系が移動するためには、LJF
の極大値、すなわち吸着エネルギー障壁L1F喝を乗り越えね

ばなりません。一方、脱着時のエネノレギー障壁LJFdcsがLJFd田=

LJFabsとなる圧力は異なり、Pa也 > Pd田であることがわかります。

この吸着ヒステリシスループは高温になるほと。大きくなることが

実験により観測されてし、ますが、越えうるエネノレギー障壁を l

レイヤーあたり 15kT以下とすると、同様な傾向が得られること

がわかりました。以上のように、スタック型配位錯体へのゲート

吸若機構は、レイヤー間相互作用と吸着安定化とのバランス

に支配されることが明らかになりました。図3に、エネルギー障

壁を7.5kTとしたときの吸着等温線を示します(1*= 1.6では臨

界温度を越えていますが、Ps*= 0.36としています)。また、Szは

ゲート吸着時に急激に増加し、そこから減圧するとさらに増加

することが確認されました。このような現象については未だ報

告例がなく， 今後の研究の進展が望まれます。

最後になりましたが、本研究を進めるにあたり御指導を賜り

ました、宮原稔教授、田中秀樹助教、渡遁哲助教に感謝の意

を表します。
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吸着相のリバースモンテカルロシミュレーションにおける

細孔モデルの構築

Molecular Modeling of Activated Carbons for the Reverse 

Monte Carlo Method of Adsorbed Phase 

信州大学大学院工学系研究科物質基礎科学専攻

Department of Chemistry， Shinshu University 

清家敦子、飯山拓

浜崎亜富、尾関寿美男

Ats叫(0Seike， Taku Iiyal11a 

Atol11 Hamasaki， Sumio Ozeki 

この度はポスター1'1・を頂き、大変光

栄に存じます。多くの方々に発表ポ

スターを御覧し、ただくとともに、有

意義なご意見を賜り、心より御礼申

し上げます。また日頃からご指導ご

鞭槌をいただいております先生方や

仲間連-のお力があってこその受賞で

あり、誠に感謝し、たしております。

以下に本研究の概要を紹介させていただきます。

<緒言>

細孔内に閉じ込められた分子集団は、バルクとは異なる分

子間構造をとります。より効率的に分子を分離、貯蔵する

ために、細孔内にとらえられた分子の構造を検言寸すること

は有用です。本研究では、 X線回折測定とリパースモンテ

カノレロ(RMC)法を用いて吸器相の分子!制構造を検討する

ことを試みています。 RMC法は実験から得た X線回折を

再現するような分子配列を求める分子シミュレーション

です。吸着系のX線回折強度から吸着相の構造情報を取り

出すためには、吸着媒の回折強度を見積もることが求めら

れます。実際の活性炭はアモノレファスであり乱れた構造を

持ちますが、これまで本研究室で-行った RMC法で用いる

活性炭の細孔モテ'ルは上下にグ、ラファイトシート2層をも

っ構造に固定してきました。そこで、活性炭の乱れを取り

入れた新たな活性炭モデ〉レの構築と適用を試みました。

<実験>

RMCに用いるX線回折強度の実験値を得るため、吸着媒

は0.82nmの細孔径をもっ活性炭素繊維AIO(附アドーノレ)

を、吸着質はベンゼン (関東化学(槻)を用いました。回転

対陰極X線源付き AFC5型回折言十(側リガク)に気相吸着

用セルを取り付け、容量法吸着量測定装置(本研究室作成)

で蒸気を導入してX線回折強度を測定しました。 (線源

MoKα(波長0.071030nm、管屯流 100mA、管電圧40kV)

<結果 ・考察>

1)活性炭モデノレの構築

活性炭紫繊維の回折プロファイルには002面、10面など活

性炭のグラファイト構造に由来するブロードなピークが

現れました。ベンゼンを吸着させると活性炭の構造由来の

ヒ。ーク位置を保ったままピーク強度が糟加しました。活性

炭は積層数の分布が一定ではないので、従来モデル(図 l

左)のように上下2屈のグラファイトシートが存在する細

孔のみではなく 、それより多数または少数の層を持つ部分

も存在しています。そこで、活性炭の平均の層数を表すノ号

ラメーターとして相関長(むを導入し、指数関数を用いて紛|

干しから速い届ほど回折強度への寄与を減らす計算を行い、

新規モデノレ(図 l右)を決定しました。活性炭の構造因子計

算を行い、己の値を 0.51nm (平均層数が 1.5層)としたとき

AIOのピーク位置をよく再現しました。

図 1. 活性炭の従来モテツレ(左)と新規モデノレ(右)

2)RMCへの適用

従来の活性炭モテずルと新たな活性炭モテザルを用いた RMC

法により、 X線回折を再現するような分子配置を計算しま

した。RMCで計算した動径分布関数のうち、活性炭の炭

素原子とベンゼン分子との相聞のみ抜き出したものを示

します。(図2)従来のモデルではr=1.3 nm付近に大きなピ

ークが表れます。距離 1.3nmは活性炭の細孔径0.82nmよ

りも大きく 、吸着分子が一番近い細孔壁より 2眉目の壁と

より強く干渉するという結果となり不自然です。新規モデ

ルでは細孔径に近し、r= 0.8 nm付近に一番大きなピークが

現れ、細孔径より遠いZ回世でのピークが小さくなっており

吸着分子と細孔壁との干渉が遠い壁とのもののほうが小

さくなります。以上から実在の系に対してより適切な解析

が行えるようになったのではなし、かと考えられます。今後

は混合吸務系などの複雑な吸着系へこのモデ〉レを適用し

ていきたいと考えています。
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過熱水蒸気によるヒノキ及び竹の炭化と

メタン吸着材への応用

Carbonization of Japanese Cypress and Bamboo Using 

Super Heated Waler Vapor for Adso巾lionof Methane Gas 

大阪府立大学大学院工学研究科物質・化学系専攻

Departmenl ofChemical Engineering， 

Osaka Prefecture Unive尽Ity

瀬尾知史、徳本勇人

黒田純二、吉田弘之

Tomohumi Seo， Hayato Tokumoto， 

Junji Kuroda， Hiroyuki Yoshida 

この度はポスター貨をmき、大変

光栄に存じます。多くの方々に発

表ポスターを御覧し、ただくととも

に、有意義なご意見を11易り、 心よ

り御礼申し上げます。以下に本研

究の概要を紹介させて頂きます。

<はじめに>

過熱水蒸気とは飽和水蒸気をさらに加熱しが1¥点以上の混

度とした水蒸気であり、その特徴として、優れた力11熱特性

を持ち短時間で有機物の炭化が可能です。特に木質系バイ

オマスに過熱ノkぷ気炭化を適用すると従来法では困難で

あった炭化とJt武病を同時に行える可能性があり、 ifrたな廃

棄物転換プロセスの構築が期待されます。そこで、本研究

では、年間約 1500万トン排出される廃木材に消Rし、過

熱水蒸気炭化により、廃木材を日機能なメタン吸，{I"材に転

換させることを目的としております。

<実験方法>

ヒノキを 2X2mm角、竹を直筏 3mmX高さ 2mmに

裁断したものを試料としました。ロータリーキルン型炭化

装置に水蒸気を Imllnunで供給し、炭化温度の保持時間

を60minとして炭化実験を行いました。炭化物のメタン

吸府特性は磁気浮遊天秤 (FMS-66，日本ベノレ(株))を用い重

立法にて測定しました。77Kにおける炭化物のN2'良心等

温線の測定を自動ガス吸着測定装置 (BELSORP18PLUS， 

日本ベノレ(株))を用い定容法にて行b、ました。

<結果 ・考察>

Fig. IIこ各サンプノレのメタンI汲必:等札線を示しました。

l苅中の実線及び点線は式(1)のLangrnuir式の理論締てeあり、

実験値をよ く相関しました。

q = q '" ap /(1 + ap ) (1) 

らm 飽和吸治盆 ， a 吸着平衡定数 ) 

吸必材をメタン貯蔵設備に利用する場靖、貯JI'主圧での吸

，，''diiから大気圧での吸着盆をう|し、た11宣が利用可能なメタ

ンhlとなるため、本研究では IMPa下におけるl良心拡から

0.1 MPaにおける吸着盆を号|し、たものをメタン貯11'誌記;とし

ました。 9000Cで炭化したヒノキ炭のメタン貯J~iQ:liJ:は 2.74

mol/kgであり、活性炭GA4-8(キャタラー(株))のメタン貯

j級品-はこれを下回る 2.52mol/lくgでした。一方、 800
0
Cで炭

化した竹炭のメタン貯蔵盆は2.凶 mol/kgであるのに対し、

8000Cで炭化したヒノキ炭のメタン貯蔵盆は 1.98mol/l氾で

あり、炭化1品度 8000Cにおけるメタンガス貯蔵品は竹炭が

ヒノキ炭を上回りました。

これまでにメタン吸着ー誌とマイクロ孔容積の間に直線

関係が存在することが報告されています ILそこで、メタ

ン貯蔵盆とマイクロ孔容積のキn間関係を Fig.2に示しま

した。 本研究の結果においても、マイクロ孔容f~'lが 0. 196-

0.579 cm3/gに変化するとメタンJll'Ji，主盆は1.01-2.74 mol/l包

に変化し、この範囲で良好な直線関係が得られました。以

ヒより、過熱水ぷ気炭化は、炭化物表面にマイクロ千しを発

達させ、その結果メタンガス吸イ可能力に優れた政府材を作

製できることが明らかとなりました。

j位後に、木研究を進めるにあたって御指導11易りました、

点目弘之教夜、 1:倒正男人助教に感謝の意を表します。

0.4 0.6 0.8 
CII4 pressure [MPal 

Fig.l メタン吸着等温線に及ぼす炭化温度の影響
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Fig.2 メタン貯蔵量とマイクロ孔容積の関係

l文献l
1) Alcan-iz-MongeJ，ate1 Carbon 1997;35(2):291-7 
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第 18回吸着シンポジウム報告

第 18回吸着シンポジウムは、 2009年 1月 23日(金)

に大阪ガス(株)本社ビノレで開催された。今回は、 2007

年度および 2008年度に日本吸着学会技術賞を受t¥・された

技術の開発にたずさわられた方々にお集り頂き、技術のポ

イントや開発の苦労話などをご紹介頂き、参加者の方々、

特に企業からの参加者の方々と幅広い意見交換や議論を

しようとしづ企画であった。テーマは、「技術賞受賞技術

(2007年度、 2008年度)の集い一企業における吸着技術

の研究開発-Jとし、下記の4件の講演が行われた。

l)VOC処理方法とハニカムl虫若式VOC濃縮装世について

((株)西部技研)

講師:山田健一郎氏((株)西部技研)

2)圧力スイング.吸着方式によりNOxリサイクノレ設備

(三菱重工業(株) 、日本原燃(株)) 

講師:坂上直哉氏(日本原燃(株))

3)吸着式ガス貯蔵システム

東京大学生産技術研究所

迫田主主義

(大阪ガス(株)、大阪ガスケミカル(株))

誹師:関建司氏(大阪ガスケミカル(株))

4)ドライ粉末活性炭注入装置

(荏原環境エンジニアリング(株)、荏原エンジニアリングサー

ビス(株)、(株)荏原製作所)

講師猪狩智氏(荏原環境エンジニアリング(株)) 

今回は、会員24名、非会員3名、講師4名の合計31名(18

社の企業から)の参加があり、今回の趣旨に沿った会合となっ

たと自負している。また、恒例の怨親会にも26名の参加があり、

議論のつづきや情報交換などに盛り上がった。

最後に、講師の方々はじめご参加の皆様に厚く御礼申し上

げますとともに、会場の利用や設営等にご理解・ご協力T品、た

大阪ガス(株)および関建司氏に、ここに改めて御礼申し

上げます。

第 19回吸着シンポジウム(吸着夏の学校)開催のお知らせ

今年度の吸着シンポジウムは、吸着分野の若手研究者の研究の活性化と交流を目的として、互の学校として行うこととなりました。さ

わやかな互の高原にて、吸着分野の研究、技術について熱いデ‘イスカッションを交わす会としたし、と考えています。当日は誹師によ

る吸器関連の基礎技術の講習と、参加者によるショートプレゼン(オーラノレ&ポスター)を予定しています。大学院生、ポスドクを含む

大学、研究機関、企業の研究者、技術者の方の参加をお待ちしています。内容の詳細と参加要領については次号にてお伝えする予

定です。

日時 2009年 8月22日(土)"""'23日(日)

場所長野県黒姫高原黒姫ライジングサンホテノレ

講師仲井和之(日本ベノレ)、上回貴洋(大阪大)、 飯山拓(信州大学)

世話人飯山拓 (E-mail:tiiyama@shinshu-u.ac.jp) 

第 23回日本吸着学会研究発表会のお知らせ

今年度の研究発表会を 11月 27、28日に豊橋技術科学大学で開催します。皆綴の奮つてのご参加をお待ちしています。3学
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細は次号(Adso中tionNews Vol.23 No.2)にてお知らせいたします。

会期平成21年 11月 27日(金)、 28日(土)

会場 :豊橋技術科学大学(干441・8580畳橋市天伯町雲雀ヶ丘 1・1) 

交通 :JR東海道線 ・東海道新幹線豊橋駅下車。豊橋駅2番パスのりばから次の豊鉄ノくスで「技科大前J下車(所要時間

30分、運賃430円)。豊橋技科大線「技科大前J(路線番号34番)、 fりすば豊橋J(35番)、「福祉村J(36. 37番)

宿 泊 :各自でご手配をお願いいたします。

発表要領 : 以下の 1~5 の事項を記入し、 E-mail または Fax でお申込下さい。 l 誹演題目、 2 研究者所属機関(略称、)、 3 研

究者氏名(発表者に0)、4希望発表形式(口頭、ポスター、何れでも可)希望に添えない場合があります。5連絡者(所属、

住所、氏名、 Tel、Fax、E-mail)

発表申込締切 .平成 21年 9月25日 (金) (必着)

要旨集原稿締切:平成 21年 10月26日(月) (必滑)

実行委員会 ・問合せ先 :千441・8580豊橋市天伯町蚕雀ヶ丘 l・l

世僑技術科学大学物質工学系松本明彦

E-mail: 23kyuchaku@印刷s.tut.ac.jp、TEL:0532-47-0111(大代表)、臥X : 0532-48-5833 

事務局移転のお知らせ

平成 19年4月より2年間、長崎大学工学部応用化学科応用物理化学研究室内(連絡担当:森口勇先生)に置かれておりました本会

事務局が、平成21年4月より下記に移転します。2年間の問、学会の運営と管理につきまして、森口勇先生には大変なご尽力を賜

りました。会員の皆機と共に心より感謝申し上げます。

新しい事務局は徳島大学工学部化学応用工学科化学プロセス工学C・2研究室(連絡担当:加藤雅裕先生)が担当されます。新体制

におきましでも学会運営に変わらぬご支援を賜りますよう、会員の皆様にお願いいたします。

なお、新事務局のメーノレアドレスは以下の通りです。

新しし、事務局の連絡先

〒770・8506徳島市南常三島町2・1徳島大学工学部化学応用工学科化学プロセス工学C-2研究室内

連絡担当加藤雅裕

TEL&FAX: 088-656-7429 E-mail: jsad@chem.tokushima・u.ac.jp

編集局移転のお知らせ

平成21年4月よりAdso巾tionNews編集局が岡山大学理学部化学科に移転します。新しb、編集局の住所および連絡先は以下の通

りです。また、これに伴い吸着学会ホームページのアドレスも変更する予定です。新アドレスは次号でお知らせいたします。

新しし、編集局の連絡先

干700・8530岡山市北区津島中 3・1・1 岡山大学理学部化学科

担当:大久保貴広

Tel&Fax:086・251-7843E-mail: ohkubo@cc.okayama-u.ac.jp 
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(国際吸着会議 (FOA10)(])お知らせ

The 10th International Conference on Fundamentals of Adsorption (FOA10)開催のお知らせ

2010年 5月 23日-28日に淡路夢舞台で FOAIOを開催いたします。会員の皆様の奮つてのご参加をお待ち して

います。最新情報はhttp://www.cheme.k.yoto-u.ac.jp/foaIOで逐次お知らせいたしますのでご確認ください。

The 10th International Conference on Fundamentals of Adsorption 

May 23-28， 2010 

The Awaji Yumebutai (Dream Slage) Intemational Conference Center， Hyogo， Japan 

Information: http://www.cheme.kyoto-u.ac.jp/foa 10 

Important Dates 

One-page abstracts due: September 15， 2009 

Notification of acceptance: November 1， 2009 

Early registration deadline: January 15， 2010 

Final program: March 15，2010 

Manuscripts for "Adsorption" due: April 30， 2010 

Conference Committee 

Chair: Minoru Miyahara (Kyoto Univ.， Japan) 

(~ ω ha凶附凶1a叩町叩a幻町airs廿凶r凶肱rs:P乞:Pet加e釘仙叫刊r山山hルM… (仰U川n川niv吋山iωv.oぱfMa鈴制叩s鈴ssa鈎acl叩

Publication Advisor: Kent Kn悶1aebel(Adsorption Research ]nc.， USA)， 

Honorary Committee 

Katsumi Kaneko (Chiba Univ.， Japan)， Marco Mazzoni (ETH Zurich， Switzerland)， Alan Myers (Univ. of Pennsylvania， 

USA)， Douglas Ruthven (Univ. of Maine， USA)， Motoyuki Suzuki (U.N. Univ.， Japan)， Orhan Talu (Cleveland State Univ.， 

USA) 

Contact Information 

Department ofChemical Engineering， Kyoto University， Katsura Campus， Nishikyo 

Kyoto 615-8510， J apan 

Fax.: +81-75-383・2652，Email: foaIO@cheme.k.yoto-u.ac.jp 

lnformation: www.cheme.k.yoto-u.ac.jp/foaIO 
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Scope and invitation 

You are invited to join us at FOA 10， the 10th lnternational Conference on Fundamentals of Adsorption to b巴heldon May 

23-28， 2010 at the Aw司iYlImebllfoi (DI官0111Sfoge) Internationa1 Conference Center coupled with the Westin Resort Hotel， 

Hyogo， Japan. Since the first one in 1983， FOAs have been unique in their contents and organization， covering recent 

advances in all aspects of adsorption合omfundamenta1s to applications. FOA 1 0 will of course keep this wide-view of 

adsorption field standing on the proud history of almost three decades. Another strong aim of the FOA 1 0 is to encourage 

development and understanding of the unique category of porous materia1， Metal-Organic Frameworks (MOFs) or Porous 

Coordination Polymers (PCPs)， which exhibit nove1 adsorption behaviors with potential applications. 

The conference is intended to foster international exchange between scientists and engineers of all disciplines， academia 

and industry， and between novice and expert， which would even be deepened under the atmosphere of reso口areanot only 

with the excellent conference facilities but also with the superb accommodation. Those who have a common interest in 

adsorption will find FOA 1 0 well worth attending. 

Scientific highlights 

・Adsorptionon MOFs & Flexible Porous Body 

・AdsorptionEqllilibria， Kinetics and Dynamics 

" Moleclllar Modeling in Adsorption 

"Adsorbent / Membrane Materials 

・AdsorptionProcesses 

"Developments in Adsorption Technology 

"Sio， Energy and Environmental Applications 

Abstracts submission 

Authors wishing to present a contribution in the conference are kindly requested to submit a one-page abstract by 

September 15， 2009， following the instruction on the conference web page (帆仰.cheme.kyoto-u.ac.jp/foa1 0). Upon 

sllbmission， p1ease indicate the topic area and the preferred form ofpresentation (ora1 or poster). Participants to FOA10 will 

be invited to submit 向11length papers for publication in a specia1 issue of Adsorpfion， the journal of the International 

Adsorption Society， but of cOllrse they will not have to. The deadline for manuscript submission is April 30， 2010 and how 

to submit will be announced soon on the website. The submitted papers will be peer-reviewed following the standard 

procedures of the journa1 

Registration and Fees 

The regular participant fee with early registration will be about 50，000 Japanese Yen， which includes registration， meals， 

coffee breaks， conference excursion and abstract book. Note in addition that， thaω。tothe sponsorship by the Japan Society 

on Adsorption， the Japan-Night. Please check for special student fees and for social programs for accompanying persons 

Accommodation fees will be handled separate1y， at a cost of abollt 54，000 Yen for five nights of double occupancy. To 

have reasonably large number of attendees accommodated in the Westin， a request of single occupancy may be sllbject to a 

lower priority for staying on-site， besides a higher cost that commonly applies. SlIfficient number of accommodations nearby 

will be secured by the Conference 

- 14-



Registration will be done on-line and the deadline for early registration is January 15，2010. For details， please visit our 

website at www.cheme.kyoto-u.ac.jp/foaIO. 

Sponsors & Exhibition 

We are seeking official sponsors for FOA 1 0 besides the valuable support針。mJapan Society on Adsorption. The sponsors 

will be fully acknowledged in the program， at the conference and in the abstract book. Exhibition space for displays by 

commercial interests during the conference will al50 be available. Please contact the conference chair and co-chairs for 

more information. 
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関連学会のお知らせ

資源・環境セミナー2009
『貴金属 ・レアメタル類の分離回収、リサイクル、資源化技術の現状と将来展望』

会期.平成21年 5月 15日 (金) 13:30~ 1 7:50 (受付開始 13:00~)

会場:日本化学会 ・化学会館ホーノレ臼ミ京都千代田区神田駿河台 1-6) 

〔交通JJR:御牒ノ水駅、丸の内線御茶ノy同R、千代田線:新術I茶ノ水駅

主催 :材料倒研究協会資源 ・環境研究会

協 賛:化学工学会、資源 ・素材学会、 f伝子情報技術産業協会、日本化学会、日本吸桔学界、日本金属学会、日本表面処理樹オ工

業会、日本ボン ド樹全材料協会、日本油化学会、未踏科学校術協会、表面出府協会、 他 (予定)

参加申込締切:定員 (80名)になり次第

講演

「賞金属など有価レアメタルを取り巻く環境とリサイクノレ出貯の新しい展開J

東京大学・生産捌研究所樹受阿部徹氏

f湿式法による白金放金漏の分向個収J一新規制期白出剤開発のコンセプトー

(~!Iù産業技術総合研究所 ・ 環境管理研究部門 主任研究員成田弘一氏

『新規なゲノレ11夜抽出法による!!J金属 ・白金族金属のi宰択的分離 ・回収システムの椛築J

東京工業大学 ・大学院総合理工研ヲE科樹受中野義夫氏

「分子認識技術の基礎と応用J

ークラウンエーテノレ誘導体によるt'i金属 ・レアメタル類の分離回収システムー

サニー ・トレーディング附倒瀬聞大海晃氏

参加費:主催会員、協賛会員 :5，000円、非会員 :10，∞0円。

参加申込方法:r資源、 ・環岩佐ミナー2009参加Jと標記し、氏名 ・所属 ・連絡先住所 ・屯話番号 .FAX番号 .E-mail ・会員/非会

員の別を明記のうえ、下記申込先宛E-mailにてお申し込みくださし、

申込先 :103-0024東京都中央区日材 奇ノト舟町3-4(第 1ナカピ刈 材料梯開究協会 担 当 :園田

電話:03-5695-0515、FAX:03・5695-0516、E-mail:a田 8930抱 snow.odn.ne.jp

樹子臨み先 「東京三菱UFJ樹子神田駅前支庖、普通No.2441398、資源 ・環境研究会名義J宛

日本膜学会第 31年会

日本膜学会第31年会を下記の要領で開{晶、たします 会場は，第 30年会と同じ東京理科大学議戸記念館です.例年通り人工膜，

生併胡莫，また人工膜と生体膜の境界領域の膜学の基礎から応用までの広範囲な内容を含む年会を企画しております.一般発表以外

に人工膜と生側莫の2件の特別講演および，人工膜関連と生制限関連の2件のシンポジウムを企画しております生側莫，人工

膜，境界領棚英を問わず，膜の科学 ・技術に関心をお持ちの皆輔の参加をお待ちしております.詳細は，随時，膜学会ホームペー

ジ (h伐p:'.加wws∞.nii.ac.jp/membranel)にてお知らせいたしますので，参照願います.目安学会あるいは協賛学会会員でない皆様

も，これを機に是非と も御参加， 御発表頂きたく案内申 し上げます.

開催日程 2009年 5月 21日(木)， 22日(創

開催会場.東京理科大学森戸記制官干162-0825東京都新宿区神楽坂4-2-2

・参加費 (耕演要旨代を含む)

1)参加登録費

事前登録 ー務長会員 8，∞0円 学生 3，0∞ 円 非会員 11，000円

当日登録 一般会員 9，000門 学生 3，∞0円 非会員 12，000円

法人登録費 30，000円 (事前登録割引はあり ません.5名まで入場可能です.)

非会員の方は，年会費3，000円 (一般， 学生とも)を支払いいただき，入会されることをお吻jめいたします.

2)懇親会

日時 2009年 5月21日(木)/会場森戸記儲官/会費 5，0∞ 円
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3)事前参加登録

所定の振替用紙を利用ください.事前参加登録締切は 2009 年 4 月 24 日(益~ですそれ以降は当 日登録

の参加登録費を申し受けます.事前に参加登録をされた方には，要旨集を年会前に送付し、たします.振替用

紙をお持ちでない場合は事務局までご申請下さいー

・問い合わせ先

日病院学会事務局第31年会係 干113・0033瓦京都文京区本郷5・26-5-702，担当 :木下

Phone&F回:03-3815・2818E-mail: membran喝 mua_biglobe_ne.jp

日本膜学会第31年会プログラム

人工』必糊リ講演オーガナイザー:高木良助明.)11判完慰tJj大学)，問中一宏 (山口大学)

伊藤泰男(元東大原子力研究総合センター): rポジトロニウム寿命と強度で見る空孔の実体についてj

生側期朝IJ講演オーガナイザー原諭吉0t諒医科断ヰ大学)

吉田氏右(恥京工大): r生体脱のATP合成樹梓j

人工膜関連シンポジウムオーガナイザー:喜多英敏(山口大学)

「先端の機能月期間の展望j

1.吉川正和 G京都工芸繊佳大学):分子インプリント膜

2. 7古住嘉道(産業技術総合研究所 ・東北センター):ゼオライト膜

3.上宮成之(岐阜大学):金広娘と膜反応器

4.高羽洋充(東北大学):計指ヰ学の応用展開

生側l英関連シンポジウムオ」ガナイザー:丸山徹(九州大学)

「脂質低下療法時代の生体腕冴究J

1.平瀬徹明(佐賀大学医学部循環器内科):心血管保謹薬としてのスタチンの多面的作用

2.吉田雄幸(東京医科断ヰ大学生命倫理研究センター):生側!莫シグナノレとスタチン

3.相崎英樹(厚生労他峰、国立感染症研究万ウイルス第二部主任研究官)

-生側期旨質のC型肝炎ウイルス生活環における儲IJ

4.小松ヲ閥¥(京都市立病院内分泌内科部長) スタチンの'i~形成促進作用

5.道J11 誠(国立長寿医療センター研究新アルツハイマー病研究部)

:脳内脂質代謝の生理学的ならびに病理学的意義について

- ApoEによる 田 L産生樹持とアノレツハイマー病発症樹'iJfとの関連を中心に一一

第20回キャタリシススクール

主催:角僻桧

共催:大企理研，品津製作所， 日本電子， 日本分光，日本ベノレ，目立ノ、ィテクノロジーズ，ユアサアオイニクス， リガク

協賛:日本化学会，化学工学会，高分子学会，色Jオ協会，石油学会， '.G;気化学会， 日本イオン交換学会， 日本エネノレギー学会， 自

動車技付手会， 日本機械学会， 日本吸着学会， 日本表面科学会，日本膜学企有機合成化学協会，粉体工学会，ゼオライト学

A
-A
 

会期 :平成21年6月 15日明)~19 日(金)

会場・スクーリングは東京大学~切湯H キャンパス)

参加申込締切 :5月8日 (鉛定員 (50名)になり次第締切

6月 15日(月)

1.触媒反応とは何か(早大)松方正彦

2 吸着と反応速度(筑波大)宮霊圭-

3.剤媒反応、工学(宇都宮大)伊藤直次

4. M媒調製1(千葉大)佐躍智司

6月16日 ωく)
1.触媒調製n(横国大)窪臼好治

2.キャラクタリゼーション 1:担持金属触媒(産総研)白井

誠之

3. キャラクタリゼー、ンョン 11: 酸 ・ 塩基創媒(東工大)ノJ~公

|後之

4.角妙某劣化(早大)室井高城

6月 17日(水)

キャラクタリゼーション実習(各分析機器メーカーにおける

実習)
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6月 18日(木)

触J某研究室1日体験(大学の研究室における実習)

6月 19日(金)

1.工業角蝦1:不均一系触媒(コスモ石油)藤)11貴志

2.燃料屯池(出光興劃松本寛人

3.工業角蝦 E 均一系角的某(三菱化学)高橋和成

4.珠掛<I!i某 (名大)薩摩篤

参加費 80，0∞円 (主催/協賛学会員)， 100，∞o円 (一般)

申込方法 :角妙某学会 HPU1ttp://www.shokubai.o1'g)より申

込書をダウンロードし，下記へFAXにてお送り下さし、

品拾・申込先:干153・8505 目黒区駒場4-6-1 東京大学生

産樹|棚究所物質・環境部門小倉氏電話(03)5452・6321

FAXω3)5452-6322 E-mail: 0仰 'am@iis.u-ωkyo.ac.jp

ZMPC2009 (International Symposium on ZωH句sand Microporous C巧TStalS2009) 

主俄 :ゼオライト学会、早稲岡大学GlobalCOE fo1' Practical Chem.ical WlSdom 

協賛 :日本吸着学会

会期 :2∞9年8月3日(月)-8月7日(錨

会場 :早稲田大学慎京都新宿区)

セッション :1. Mine1'alogy and Crystallog1'aphy， 2. Synthesis， 3. Post-s，戸thetic'Ii・回tment， 4. Characte1'ization， 5. Ion 

Exchange， 6. Catalysis， 7. Adsorption and Diffusion， 8. Memb1'anes and Films， 9. Computational Chemistry， 10. Layer吋

Materials， 11. New Porous Materials， 12. NovelApplications， 13. Indus凶 alApplications 

Plenarγ鵠演者 :Gion Calzaferri (University ofBem， Switzerland) ，Susumu Kitagawa (KyoωUniversity， Japan) ， 

Alex釦 dxaNaVlゆtsky (Unive1'sity of Califo1'nia， Da由，U.S.A.)， M注iNiwa (，τb抗oriUniversity， Japan) ， Clement Sanchez 

(Pierre and Marie Curie University， Franω，)， RutgerA. van San七en (Ein品ovenUnive1'sity ofTechnology， The Netherlands)， 

Stacey 1. Zones (Chev】:-onEnergy and τ'echnology Company， U.S.A.) 

聞い合h-せ先 :

〒113・8656 東京都文京区本郷7・3・1見主京大学大朝涜工学系研究科化学システム工学専攻

大久保達也 侶MPC2009組織委員会おcre凶 γ)

http://www.z田五te.t.u-ωkyo.ac.jp/zmpc2∞91

E-mail: zmpc2∞喝 list.w槌 eda.jp，F邸:03・5回0・3806

第 12回 日韓触媒シンポジウム

行事名 古le12th Japan-Korea Symposium on Catalysis (第12回日韓白妙某シンポジウム)

主 催 : 触媒学会

共 催 .

会期 ・

会場 :

日本化学会ほか

2009年 10月 14日 (水)~16 日(金)

秋田キャッスルホテル(秋岡市中通 1・3-5)

討論主題本シンポジウムは日本 ・韓国両同の触l某に関する情報交換と研究者交流を目的として、 2年毎に開催されています。触

媒に関連する基礎研究から応用技術まで幅広し、テーマについて講演を募集します。また、学生およひ若手砂防者 ・ぜ術者を対象と

したセッションを企画しています。

発表申込方法 シンポジウムHPU1ttp://ac3.as.出ita-u.ac.jp/jksc1'21)でお知らせ致します。

参加登録貰'会員(共催学協会会員を含む)事前登録15000円(当日登録 17000円)、学生 6000円

間合先 010-8502 秋田市手形学困町1・1

秋田大学工学資源、学剖環境応用化学ヰヰ加藤細19(1[i;話018・889・2445 FAX:018-837・0404 E-mail:jkscl2@ac3.as必rita-u.ac.jp
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